
3）を緩和す

るために，光源間の波長間隔を規定し，かつ各端局のサブキャ

リア周波数をおのおの割り当てていたが，端局数の増加に伴い，

これらを簡素化することが望まれてきた。

これらの要求に応えるための一手段として，東北電力（株）

と古河電気工業（株）の共同研究により，サブキャリア周波数

変換光中継方式を用いた光マルチドロップシステムの開発を行

った。本報告では，このシステムの構成，所要品質の設計方法

と者
光マルチドロップシステム

2.1 システムの形態

サブキャリア周波数変換光中継方式を用いた光マルチドロッ

プシステムの構成図を図1に示す。このシステムでは，光マル

チドロップの伝送路中に周波数変換機能を有する光中継器が設

置されている。各スパンにおいて，端局装置に割り当てるサブ

キャリア周波数の配列を等しくし，サブキャリア周波数が存在

する帯域を周波数ブロックと定義する。各中継局では，各中継

局の番号と同じ番号のスパン内にある端局装置から送信される

を低減できる。









複合歪の設計結果及び測定結果を図5に示す。CSO，CTB共

に設計結果と測定結果が一致した。また，所要品質を満足する

ことを確認できた。

3.4 伝送限界の設計

2章で述べた伝送品質の設計方法に従って，伝送限界を求め

ることができる。例えば，従来の構成による 30局，20 kmを

一つの基準として，長距離化，多端局化の両要求を満足するよ

うに設計すると，スパンごとの端局数を 15局としたとき，中

継数は2局で複合歪の品質限界となる。このとき，総端局数は

45局，伝送距離は100 kmとなる。したがって，従来例の指標

と比較して，局数は 1.5倍，伝送距離は 5倍となる。また，端

局のサブキャリア周波数を各スパンごとに共通化でき，各スパ

ンごとに波長選別を行えば良いので，システム構築を簡素化す

ることが出来る。

一般論文 サブキャリア周波数変換光中継方式を用いた光マルチドロップシステム

項目

周波数範囲

入出力コネクタ

VSWR

挿入損失

通過帯域内偏差

許容入力

使用温度範囲

外形寸法

BEF

BPF

阻止帯域�

通過帯域�

減衰量�

阻止帯域�

通過帯域�

�

減衰量�

�

仕様

100～1876.75 MHz

SMA-J




